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関西地域の活性化について
関西文化学術研究都市と関西新空港

霊毒害需霧:為
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1．パラダイム・シフトの時代

関西の将来構想ということでございますが，こ

のごろ思っておるんですけれども，関西というよ

りも，世の中が大変今，ご存知のように大きな変

わり目になっておりまして，特に皆さんご専門の

技術の世界で言えば，今は第３次の産業革命の時

代ということであろうかと思います。ちょうど２００

年前に蒸気と鉄が一つの大きな技術の革命をもた

らしたとシュムペーターが言っておりますが，１００

年前には，それが電気になり，あるいは自動車に

なり，これまた一つの時代の画期的な転換をした

時期かと思います。今はそれがいろんな意味で，

エレクトロニクスを中心にして幾つかの電気の関

係の問題，また新素材の問題，あるいはバイオの

問題も出ており，私ども専門外の者には非常に理

解ができないわけでありますが，何かが起こって

るということだけは間違いないわけでありまして，

そういう意味で大きなパラダイム・シフトという

時代になっておるんではないかと思います。その

ような背景の中で，関西がどうなってるかという

よりも，一体日本がどうなっているかという問題

の方が非常に大事な問題ではないかと思います｡

その日本の中での関西がどうなるかということの
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方に考えを持っていかないと，地域の問題だけを

言ってるのはどうかなあと思います。

その意味で，競初に私が申し上げたいのは，や

はり今の私どもの日本の隙境についてです。ご承

知のとおり，ここ１０年くらいの間に1-1本の１人当

たりの所得が5,000ドルから１万ドルに上がった

というように言われております。１万ドルという

のは，世界の中では１人当たりの収入の多い国の

仲間に入ったということであります。同時に日本

のＧＮＰがご承知のとおり世界の１０％となってお

りますが，円が非常に高くなっておりますから，

計算の仕方によると１５％となるのではないかと思

います。そういう中で，｜:１本の世界での役割が全

然変わってしまっている，ということを意外に私

ども自分では理解してない面があるように私は思

います。

最近は国際化という言葉が随分はやっておりま

すが，今までの国際化というのは，自分たちには

資源がなくて，何とか早く国を豊かにしなければ

という努力をする中で，世界の各国と仲良くして，

喧嘩をしないで，もっと簡単に言うと，あちこち

の技術をできるだけ持ってきて，自分たちがそれ

を開発し，産業の糧にして，そしてそれをいい製
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品にして輸出して国を富ますというような，追い

つき追いこせというようなことがある種の国際化

という言葉の裏返しでなかったかと思います。今

はそれが許されない時代になってきております。

これは日常起こっております貿易摩擦問題にいた

しましても，あるいは外貨が非常にたまるという，

あるいは外貨が非常に減るという，その極端な国

際的な収支のアンバランスの中で日本だけが突出

しているという，そういう国になっての日本の国

際化というのは一体何なのか，ということをもう

少し考えて見ますと，非常に班態が変わっている

ように思います。

一言で言うならば，かつての閏際化が，そうい

う意味の外から与えられた条件の中で，いかにし

て自分が効率よく動くかというところにポイント

があったとすれば，今の国際化は世界がF1本だけ

が突出しているために，ぎくしゃくする経済の動

きをどういうふうにスムーズに動かすかという心

配りをして，我々が経済，政治，すべての面で動

かなければならない，という意味での国際化に変

わっているのではないか，と私は解釈している次

第です。

そういう中で最近感じますことは，どういうふ

うにして我々が国際的に寄与できるか，あるいは

国際の経済運営がうまくいく方法が考えられるの

かということですが，やはり先ほど申し上げた今

が第３次の産業革命の時代であるという認識をい

たしておりますが，これは技術の面だけではなくっ

て，文化の流れ，文明の流れというのも，一つこ

こで大きなターニング・ポイントに来ているので

はないだろうか，と感じるわけでございます。

これは私が自分で考えたのではなくて，これか

ら先は，私は受け売りを申し上げますから，後ほ

どまた時間がありますときに皆さんからいろいろ

とご批判をいただけたらと思います。我々は明治

以来，ひたすら脱亜入欧ということで，欧米の先

進国の物の考え方，文化文明，技術を採り入れる

ということで，ひたすら発展を続けてきました。

そういう西洋流の物の考え方というのは，皆さん

ご承知のとおり，やはりデカルト，ニュートンに

始まる一つの科学，分析，そうしたものの基礎の

上に成り立っていると理解されているようです。

２

そういう意味で非常に細かい分析をし，合理的な

解析をしということで，大変精級な一つの物の考

え方の体系ができ，その体系の上に技術が組み立

てられたという，その時代がいろんな面で問迦を

起こしてると思います。これは簡単な話が，例え

ば医学の問題にいたしましても，非常に部分的な

一つの病状とか病源とかいうものを探求して，部

分的なそれに対する対症療法というのができても，

生命体全体をそれで維持できるのかという問題は

ちょっと別であるということが幾つか起こってい

ることはご承知のとおりです。同じようなことが，

例えば今までの学問の分類による物理と科学と医

学と，あるいは社会学というものが，その分類の

ままで研究していって全体がつかめるのかという

問題も起こっております。ここで日本のみならず，

世界がやはりもう一遍新しい学問の体系，さらに

補うならば，新しい文化の秩序というものをここ

で模索しているということであろうか，と思う次

第です。

こういう中で，日本に期待されておるのは結局

新しい物の考え方，新しい文化の秩序というもの

を日本がもしつくり得るならば，これは世界に寄

与できるということであろうかと思います。先ほ

どから申し上げております今日本に求められてい

る国際化というのは，当面の幾つかの貿易摩擦を

解決するとか，何かという小手先の問題ではなく

て，もう少し21.世紀をにらんで，西洋文明，ある

いは西洋の文化というものが一つのターニング・

ポイントを来たしたその中に次の新しい物の考え

方というのは一体どういうふうにしてつくったら

いいのかという，物の考え方の新しい秩序づくり

を|｣本が#:Ｉうことが，非常に基本的な，今我々に

課せられている仕事ではないだろうかと考える次

第です。

2．私の考え－ 開国と基礎研究の促進

大変難しい話を自分で人の本を読みながら申し

上げておるわけでありますから，受け売りのよう

なことを申し上げておりますが，それでは，具体

的に私はどうしたらいいのかということになりま

すと，やはり一つは，強く海外から要望されてい

るように，’1本の国というものをもっと海外に開
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かなきゃいかんということだと思います。これは

独り貿易の面で摩擦が起こっているから，いろん

な関税を低くしろ，あるいは非関税障壁を外せと

いう，そういう問題だけではなく，もっと職極的

に国内市場を開放して海外からの交易をもっと広

めるという問題もありますし，日本の技術情報を

もっと海外に出さないかんというふうな問題もあ

りましょうし，また日本に興味あるなら海外の人

がもっと入ってくるという問題も含めて，日本の

開放というものについて，もっと考えなければい

かんのではないかと思います。これはアメリカだ

けの問題ではなく，私はむしろアジアの国に対し

て，どういうことに我々が寄与できるかというこ

とが非常に大事な問題ではないだろうかと思いま

す。たまたま来年の５月には，大阪で環太平洋経

済会議（PECC）というのがございます。火来佐武

郎さんが会長をしておられる会議です。この会議

には太平洋闇の諸国，カナダの西海岸，アメリカ

の西海岸，そしてニュージーランド，オーストラ

リア，それからＡＳＥＡＮ，台湾，韓国と，そうい

う国に加えて最近中国も入ってきたいと言い，ソ

連も入ってきたいと言っております。これらの巾

で日本が一体どういうふうに，これらの国と経済

的に，技術的にお互いの交流がうまくいくような

方法を考えるかということが，実は具体的な国際

交流の問題でありますし，それは先ほど申し上げ

ている日本がもっと自分の国を開くという問題で

はないだろうかと思うのが一つでございます。

もう一つは，これは皆様ご専門の，つとにご承

知のとおりですが，日本の基礎研究をもっと進め

なければいかぬという問題だと思います。先般科

学技術庁の会議がありまして，参りましたら，ソ

ニーの井深さんが，海外の特にアメリカ，ヨーロッ

パの基礎研究が進んでいる。日本は基礎研究が弱

いから，もっと基礎研究に予算も組め，もっとや

れということが一般の理論であると申されました。

しかしながら，井深さんのご自身のご意見は，そ

れもそうだけど，それを開発する研究において日

本が進んでいるというのは，これまた何もｎ本が

悪いことをしてるわけじゃないんだと。だから日

本は開発研究に進んで，欧米は基礎研究が進んで

ると。そこで分業したらいいじゃないかというご

意見もありました。私は技術のことはわかりませ

んので，あまり素人が口を挟むべき問題ではない

かと思いますが，私もやっぱり，我々はもっと基

礎研究をやらなきゃいかんのじやないかと思いま

す。基礎研究をやるというベースがなくして，我々

が開発研究だけやるというのは，ちょっといささ

か２階に上がっておる間に，下から梯子を外され

たらどうするんですかという問題のようにも私は

思います。これはまた後ほど皆さんのご批判を頂

戴したいわけです。

そういうことで今から私どもに課せられている

国際化というのは，私は以上の２点，一つは国内

をいかにいろんな面で開放するかという問題，も

う一つは本当に我々が基礎研究，あるいは創造的

な基礎研究をもっと伸ばすという問題，を進める

ことだと思います。先ほど関西の将来構想とは申

しましたが，実はむしろそれよりももう少し前の

ところで，世界の中における１１本，そしてその日

本に課せられている国際化というのは，こういう

ことだということでないかという私の理解を申し

上げました。

3．関西の性格3．関西の性格

さて，そういう中で，日本の中の関西というの

は何をしようとしてるのかという本題に近いとこ

ろに触れてまいりたいと思います。大体申します

と関西の現在の経済規模というのは，ほぼ日本の

ＧＮＰの２割くらいです。かつてはもっとあったよ

という話もありますが，要するに現在は２割くら

いのところです。そして私なりに解釈いたします

ならば，現在の関西は，ほぼ四つぐらいの性格を

持った地域であると思います。

(1)一つは，ご承知のとおり，歴史と伝統を非常

に持った地域です。７･lM:紀，８世紀に大阪に難波

京があって，それが奈良の平城京に移り，それか

ら先，１８世紀まで京都に平安京がありました。こ

のことは王朝があったというだけでなく，その''１

に幾つかの文化，伝統が非常に育まれた地域であ

るということは，もう紛れもなきことです。東京

が文化の中心であるとしたら，それは近々100年余

りのところであろうかと思います◎

そういう意味で，関西は文化，伝統の地域であ
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るということになると思います。妓近発表されま

した第４次倒土計画，つまり４全総の中では関I凡ｉ

というのは“文化首都圏”であるという考え方で

まとめたいという原稿がありました。それに対し

て，いろんないきさつがありまして，結局“文化

経済圏”というふうに変わりました。しかし，私

は基本的にはやはり関西は“文化首都圏，，という

性格をもともと持っている地域であるというのが

第１点です。

(2)次の点は，非常に多様な性格を持った地域で

あるということです。ご承知のとおり，関西のrl’

心は京阪神，京都，大阪，神戸という三つの代表

的な都市でありますし，この地域の持っている性

格は，おのおの非常に違います。

ご承知のとおり，京都は先ほど申しております

ような伝統と文化があります。したがって非常に

ある意味では保守的な町でありますが，同時に極

めて片方では革新的なところでございます。昨'１

発表になりましたノーベル賞をもらわれた利根川

博士も京都大学の出身です。日本でノーベル賞を

もらわれた方は今まで７人です。７人のうちおひ

とりは佐藤元総理でありますが，技術とはちょっ

と違う平和賞です。もうおひとりは川端先生，こ

れは文学のノーベル賞です。あとの５人の方が，

いずれかの形で自然科学に関連のある方ですが，

この方々が不思議に皆さん京都のご出身か京都大

学のご出身かということになっております。残念

ながらほかの大学ご出身としては，束大出の江崎

さんがおられますが，これも京都のご出身という

ふうに言えば，すべて京都であるということにな

ります。これをこじつけて考えれば，やはり世界

に通用するか，あるいは世界に評価されるような

独創性のある考え方が育まれるような風土を持っ

たところであるのが京都ではないかと私は思うわ

けです。

同じように神戸は早くから国際的な海洋都市と

して非常に開放的な，一言で言うと，我々から見

るとハイカラな町ということです。

大阪が，これは非常につかみにくい地域ですが，

大阪というのは最近ちょっとそういう精神が衰え

ておりますが，いわゆる企業家精神が非常に旺盛

なところです。大阪弁で言いますと，「やってみ

４

なはれ」，「見とくなはれ」という言葉がありま

す。とにかくあんたやってごらんと，よっしゃ，

それじゃやるから見ていてくださいというような，

そういう一つのベンチャー精神と言いますか，企

業家精神の横溢したところです。

それぞれ関西の核になる三つの都市がそれぞれ

の性格を非常に鮮明に持っていると思います。し

かしながら一たび全体としてくくってきますと，

やはり関西という一つの連帯感というものがある

と。だから多様性があって連帯感がある地域とい

うのが関西ではないかと思います。後ほどちょっ

とまた触れますが，では東京は一体どうなんかと

いうと，どうも私は，これは東京の悪口を言って

るのではありませんが，地域が広くて非常に集中

して，大変なパワーがありますが，物の考え方に

それほど際立った違いがだんだんなくなってきて，

ある意味で皆が同じ考え方に収敵していくような

地域でないかなという感じがします。これはどち

らがよしあしかは別として，関西というのは，そ

ういう意味で一つの多様な考え方を持っている地

域の一つの集団の地域であるというように考えら

れるんではないか，というのが第２点です。

(3)第３番目は，これは関西の非常に暗いウイー

ク・ポイントでもありますが，やはり産業構造の

中に成熟した，昔の言葉で言うと重厚長大ですが，

要するに素材産業，そして造船その他鉄鋼，ある

いは化学，繊維というふうな成熟度の高い産業が

多い。そしてよく調べてみますと，全国比でこれ

らの産業の輸出比率が高いんですね。したがって

成熟度が高くて輸出比率が高くてというような地

域ですから，Ｇ５以降の円高になりますと非常に

輸出競争力が衰えてくる，しかも成長性が少ない

という，そういう意味での関西の持っておる停滞

した部分が実は基本的な性格の巾にあるというこ

とです。もちろんエレクトロニクス関係をはじめ

幾つかの近代産業があることも事実ですが，全体

の性格として見ると，そういう性格があると思い

ます。

(4)そして最後は，これは今｢|の構想に関連して

くるわけですが，ナショナル・プロジェクトない

しはそれに近い幾つかのプロジェクトを最も抱え

た地域であるということです。すなわち，まず第

#国電b
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一に上げられますのは，皆様よくごらんになって

おります関西国際空港です。これは日本でも最近

有名になりましたが，むしろアメリカで関空と言

えば相当皆さんよくご存じな状態になってくるぐ

らい今アメリカとの間で問題を起こしております。

これは昭和６８年の３月に２４時間運航のできるオ

フショアの空港として今建設が始まっております。

もう一つは，もっと長期の計画に属するかと思

いますが，京阪奈の，正確に言えば関西文化学術

研究都市という構想です。これについては後ほど

詳しく申し上げますが，やはり３０年ぐらいかけて

じっくりやろうじゃないかというものです。もち

ろんこの学研都市が一つの軸になって，また関西

のあちこちにある学研のいろんなセンターと結び

合ってネットワークをつくろうということもあり

ますが，いずれにしてもこれが関iﾉLiの一つの大き

なプロジェクトの軸です。なお近くは膳I際花と緑

の博覧会，明石海峡の大橋，あるいは大阪テクノ

ポートとか，いろいろなものがありまして，これ

らの合計が金額で申しますと１５兆門に相当するプ

ロジェクトがあります。

以上のような四つ，つまり①関ILiは一方で非常

に歴史と伝統を持った地域であるということ。②

一方で非常にそれぞれの都市に，主要都市の性格

がはっきりしておる，多様な都市の集合体である

ということ。③産業組織としては，成熟度の高い，

輸出率の高い産業が基盤としてあるということ。

④２１世紀をにらんでナショナル･プロジェクトが，

ちょっと大げさに言いますと，’１白押しに並んだ

全国で一番プロジェクトの多い地域であるという

ことに相成ろうかと思います。

これから私が申し上げる関西の将来構想は，先

ほどの幾つかのプロジェクトの巾で蛾も２１世紀に

向かっていく柵想と言える二つのプロジェクトを

中心にしてお話ししたいと思います。

4．関西学術研究都市構想

ちょうど先週総理が大阪に見えました際，ヘリ

コプターで学研都市の上を私ずつとご案内いたし

ました。それからあと続いて国|際空港の方へもヘ

リコプターで行かれました。総理が驚いておられ

たのは，自分が在・任中にゴーというサインを出し

て，どこら辺まで進んでるのかなあと思っていた

が，空港は意外に工事が進んでおるということと，

それからこんなに大きいもんだったのかなあとい

う，実際見て感じたことを帰って来られてから印

象を言うておられました。

学研都市については，つとに阪大総長の熊谷先

生はご存じですので，いささか私はお話をしにく

いわけでありますが，筑波の学術研究都市と違う

ところを一つ申し上げて，なぜ関西に今そういう

学研都市をつくっておるのかということに触れて

いきたいと思います。ご承知のとおり先ほど申し

上げた大きな時代の変革期の中で，いかにして日

本が世界の中で国際化できる運動につながるかと

いうことの一つに，先ほど申し上げた非常に基本

的な独創技術を出せるようなところをつくらない

かんということが，この学研都市のもとです。し

たがって物の考え方は，自然科学だけでなくて，

社会科学，人文科学というふうな領域についても

研究を深めていくこと。それから同時に国際化を

非常に意識しなければならない。だからやはり海

外の人に，もっともっと入ってもらう。同時に海

外の人の持ってきた|榊Mももらうが，できた情報

は海外に渡しますよというような意味の開かれた

研究施設をつくりたい。それからあとは産官学が

協同してこれに資本，人を出していくということ

も考えておるわけです。そういう点になると，筑

波の方はやはり国立の研究所，あるいは国立の教

育施設を東京から疎開させて１箇所に集めるとい

うところがスタート・ポイントであったというふ

うに理解しております。それから自然科学を軸に

した研究をするというふうに承っております。そ

ういう意味ではいろんな分野にわたっての，しか

も産'向学の協同した分野での研究をすることが関

|ﾉLiの学研都市の基本的な物の考え方です。

先ほどちょっと触れましたように，関西の文化

首都圏というものを想定いたしました場合には，

学研都市はその核になる，あくまでそのヘソのよ

うなものが学研都｢|ｉであると思います。民族学の

榔悼先生は，総国分寺という言葉を使っておられ

ますが，昔の言葉で言えば，関西の文化学術都市

は総国分寺であって，そしてあちこちにできる学

研都市構想というのは国分寺である。だからその
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国分寺と総国分寺の間をずっとネットでつなぐこ

とによって力を出すというような考え方にすれば

いいじゃないかと。筑波だから国分寺で，こちら

の学研都市が総国分寺というんじゃないんですけ

れども，関西の中では，こういう考え方にしたら

どうかと考えておるわけです。

私は昨年の６月に学研都市の建設を促進する中

核機構というものができましたときに，その仕事

を引き受けまして，感じたことは，これは大変だ

なあと思いました。一つは非常に構想は大きいわ

けですけれども，なかなか日本の場合は権限がな

いと進まないということと，これは後ほど触れま

すが，日本の場合は社会構造が全部縦社会で発展

してきて，縦の枠が非常にありましてですね，初

めから枠を外してやろうというような体制がない

わけです。

具体的には東京の学研都市に関係する省庁をよ

くよく調べますと，１６省庁あるんですね，１６省庁

ですよ。よろしいですか，もう大変なことです。

16省庁の皆さんから了解をとって進めるというこ

とがどんなに難しいことか皆さんもつとにご理解

いただけると思います。中央がまず総理です。そ

れから学研都市の地域が，筑波の場合ですと茨城

県の中にあるので，茨城県の知事さんがお話を了

解していただければ進むわけですが，関西の学研

都市は幸か不幸か，その全体の地域が５割は京都，

２割５分が大阪，２割５分が奈良という３府県の

県境のまたがったところに地域を置いておるわけ

です。そこへもってきて学研都市の中には自治体

が５市３町あるわけです。だから５市３町の町長

さん，市長さん，それから３知事さん，そして’８

省庁というたら，これはもう初めからできないと

いうことです。そんなことで初めは気がつかなかっ

たんですが，ちょっとやってみたら，「こらえら

いこっちゃな」ということになったのが，推進機

構をやりまして３箇月目の印象であって，「これ

はもうとてもいけませんな」ということになりま

した。

そこはやっぱり私ども民間から来た者は，「で

きなきゃできるようにしたらいいじゃないか」と

いう話になったわけです。そうして皆さんのお知

恵を借りまして，関西文化学術研究都市建設促進

連盟一まずこういうときには政界の先生に入っ

てもらわんといかんですね－を３箇月目につくっ

ていただき，議員立法という形で今年の６月に関

西文化学術研究都市建設特別法という法律ができ

たわけです。考えてみると，１年弱で法律ができ

るというのは，これは非常に速いスピードだった

と私は思います。これは何も私がやったんじゃな

くて，皆さんがそういうことにご共鳴いただいた

からです。

しかしながら，そのときに最初から私ども考え

ておったことは，これは法律できただけでも進ま

ないよ，だから法律ができた上に内閣の閣議でこ

うしよう，ああしようということを決めてもらわ

ないと，各大臣またうんと言ってもらえないよと

いう意味で，学研都市の関係閣僚会議というのを

やっていただきたいと，二つ並べて一緒に要請し

ておったわけです。これも幸いにして，この１０月

に関係閣僚懇談会という形でできまして，２日に

この第１回の会議をやっていただけるというとこ

ろまでまいりました。私どもが特に要望しておっ

たのは，中曽根内閣はいずれにしても今月いっぱ

いでなくなる。だからrl言I曽根内閣の間に一遍だけ

会議やってくださいと。そうしますとどなたが次

の総理になっても，法律は生きてるし，それから

関係閣僚会議はやることに決まっているので，や

りやすいということもあったわけです。幸い，こ

れも１０月２日に第１回をやっていただいたところ，

皆さんえらい意気挙げて，そや，やるべきだ，や

るべきだということであったそうです。

日本の縦社会の中で困った問題を一応クリアで

きる仕組みだけはできたということですが，いず

れにしても先ほどから申し上げておりますように，

研究都市というのは，そんなに一遍に，とんとん

とあと何日というような形でやるべきことではあ

りませんので，３０年はかかると私は思っておりま

す。したがって２１世紀の初めごろまでのところで

一つの区切りがあって，２１世紀に入ってまた１５年

余りやって，それでそのころになったらようやく

何か一つやってるなあというふうなものになるぐ

らいのものでしょう。基礎研究があと９００日よと

か，あとが６００日よとかいう形でやったら，ろく

なものができないということだけは素人の私もわ
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かっておりますので，時間かけてやったらいいと

思っておるわけです。

総括して申し上げますと，学研都市の性格は，

私なりに解釈いたしますと，一つはカルチャー・

シティー，もう一つはサイエンス・シティー，も

う一つはエコロジカルなシティーということで，

エコポリスとでも申しましょうか，そしてあとは

再々申し上げてるようにインターナショナルなシ

ティーというような性格を持ったものになれば成

功であると思っておる次第です。

ほぼこれをやるのに５兆円ぐらいの金がかかる

だろうと思います。一応面積を申し上げるならば，

学研都市の総地域は１万５，OOOhaです。筑波が

2,700ｈａですから４．５倍余りになるかと思います。

しかしこれは，もともとあった村落を入れた全休

の地域でありまして，京阪神の場合は，それを１２

の幾つかのクラスターという研究地域にまた細か

く割っておりますので，この１２の研究地域の合計

の面積はほぼ3,000ｈａです。したがって筑波の約

２割ぐらい大きい研究地域があるということです。

現在は，この地域に住んでいる人は約１５万人です

が，これが完成いたしました暁の推定は３８万人く

らいになると思います。

以上が大体学研都市についての私どもの今の状

態ですが，私どもが今一番注意しなければいけな

いことは，やはりなぜ学研都市をつくるのかとい

う基本的な物の考え方をしょっちゅう頭に置いて

やらんといけないと思います。私は今年に入りま

してフランスの学研都市のソフィアンティポリス，

それからパリの近くにあるユードフランス，それ

からベルギーのルーバンナルームですか，その辺

を見学してまいりまして，あと住友電工さんもお

いでになってるアメリカのトライアングルリサー

チパークへ行き，それからスタンフォード大学へ

行きました。私は，技術，科学のことはわかりま

せんから，どうして運営してるかということ，そ

れから地代は幾らですかということを見に行った

わけです。そこでわかったことは，何と日本の土

地の値段は高いなあということです。ああいうと

ころでありますから，一般の町の中の土地の値段

とは違いますが，最低日本の価格は，最低で１０倍

以上です。

そういうことでありますから，今非常に私ども

困っているのは土地の値段をいかにして上げない

ようにするか，それから土地の値段に大きな金を

寝かしてしまわないようにするのにはどうしたら

いいのかということです。いろいろ考えておりま

すが，やはりあんまり知恵がないので，土地信託

をやって，その土地を回しながら，その上で研究

施設をつくるというふうなことではないかと思い

ます。

もう一つは，海外から来た研究スタッフ，ある

いはプロフェッサーがどこへ寝泊りするのかとい

う問題です。これまた非常な問題でありまして，

寝泊りするところはできるんですけど，お金が払

えるだけの範囲におさめられるかという問題が非

常にあるわけです。大ざっぱに言えば，やはりそ

こそこの施設にして，そして半分くらいは国がそ

れを補助するというふうな制度でもやらないと，

とても海外の人は来れない。なるほど立派だと，

来たい，だけどお金は払えないということになっ

たら，これはどうしようもないわけです。そうい

う土地の値段の問題，あるいは宿泊設備のあり方

が今の問題でございます。

もう一つ一番大きな問題は，なぜ学研都市をつ

くるのかという基本的な物の考え方をしょっちゅ

う復習をしておりませんとですね，だんだん道が

できたり，研究所が並んだりするけど，結局，こ

れ何のためにつくったのかというようなことにな

るおそれがあるんで，それを私は強調してるんで

す。「真実一路」という小説がございましたね。

その冒頭の白秋の詩「巡礼」の「真実一路の旅な

れど，真実，鈴ふり思い出す」という，あの’やっ

ぱり真実は何だったかといって鈴ふりながら，３０

年間やらんといかんなということを言っておるよ

うな次第です。

5．関西国際空港

もう一つのプロジェクトは関西空港です。ご承

知のとおり，日本の空港では２４時間運航できる空

港は別にありません。成田でも，あれだけの施設

ができましたが，決して完全な運航ができてるわ

けでもありませんし，特に東京へ入るアクセス，

貨物の集荷センターの設備のあり方，それから駐
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車場のあり方は，もうすべてこれは落第です。で

すから，そういうことのない形の２４時間運航ので

きる空港をつくらないかんということで，既に現

在第１期工事が進行中です。

これについての問題は，アメリカから言われて

いるところの関西空港の工事にアメリカがなぜ入

れないのかという，アメリカとの摩擦問題を当面

どうクリアするかということです。ほぼ今の状態

では６８年の３月には予定のとおり第１期工顎は完

成して開港できると思います。しかしながら第１

期工事というのは滑走路が１本だけでして，これ

また完全な状態ではありません。もともと関西空

港というのは滑走路が３本の計画でありますから，

あとの２本を続いてやっていかないと，１本だけ

ではまた中途半端になってしまいます。この方の

予算をどうつけてもらうかというんで，また二，

三日のうちに東京へ陳情に行くのが私の仕事の一

つです。

６．１情報の出入口と発信源

この学研都市と関西空港というのが実は幾つか

ある関西のプロジェクトの中の何と申しましても

軸であります。なぜ軸であるかと言いますと，先

ほど卜|'し上げております国際化と絡んでくるわけ

ですが，関西空港はやはり日本の一つの玄関にな

るわけで，そこから貨物が出入りいたしますが，

人も出入りするわけです。人が出入りするという

ことは，情報が出入りするわけです。ですから，

これは'二1本の国際的な情報の出入口になるという

性格のものだと私は思います。

それから学研都市が理想のとおりな建設が進ん

で，理想のとおりの成果を上げるならば，これは

世界に対して一つの大きな情報の発信源になると

思います。したがって関西に幾つかのプロジェク

トがありますが，一方で情報の発信源があって，

一方で情報の出入口ができてということになれば，

おのずからこの地域の活性化することは間違いな

い。この地域が活性化すれば，それは'二|本の活性

化につながるし，国際化ということにふさわしい

一つの役割を担えるんじゃないかと，いささかド

ンキホーテ的な希望も持ちながら今やっておると

いうのが現状でございます。

９

先ほど申し上げましたが，それ以外に幾つかの

プロジェクトがあります。神戸のポートアイラン

ドのプロジェクト，大阪にはテクノポートのプロ

ジェクトもありますし，なお研究都市については

各地に随分ありまして，特にきょうは西播磨の研

究都市のことでいろいろとお話を承ったりしてお

りまして，こういう地域とのネットをどんどん結

ぶことによって，この地域の活性化ができるんだ

と理解いたしております。

7．縦社会を横に継ぐ

関西の基本構想というのを，おおよそご理解い

ただけたかと思います。さりながら，それは将来

構想を言っておるわけでありまして，現状は先ほ

ど申し上げたように関西には幾つかの暗い部分が

あるんで，成熟産業をどう構造転換していくか，

産業構造をどう調整していくかという問題は，な

かなか深刻です。特に深刻さがどこにくるかとい

うと，みんな雇用の問題に集中してくるわけです

から，そういう産業から雇用を失う人たちをどう

いうふうにして救済できるのか，できない場合は

どうするのかという問題を日常抱えながら，先の

明るいプロジェクトにどうつなぐかということに

なりますと，そうやさしいことではありません。

したがって細かい産業調整の問題の詰めはやりま

すが，とにかく幾つかの新しいプロジェクトを手

前に持ち込んで，その｣訓を進めながら考えてい

こうじゃないかと考えております。

その過程で学研都市で感じておりますのとＭじ

ような幾つかの問題点があります。それはやはり

一言で申しますと，何かというと日本の行政組織，

あるいは日本の教育制度もそうだと思いますが，

ひたすら縦社会の中で，縦の制度というものが非

常に機能を発揮した約100年ぐらいがあったと思

います。このおかげでこれだけの成長をしたわけ

ですが，100年間生きてきたこの縦の制度が，実は

今まで申し上げました幾つかの２１世紀をにらんだ

次の展開の場合には，ほとんど機能しないという

よりも，非常に邪魔になる制度が残っておるとい

うのが現状です。しかし邪魔になってるからやめ

てくださいとも言えないのも，これまた現状です。

そういうことで縦社会をいかに横につなぐか，縦
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社会の壁をいかに低くするかということについて，

私が行政組繊だけについて申しますと，三つばか

りのことを感じるわけです。

まず，特に行政組織の!|､Ｉで各省別の縦割という

もの，さらに各局別の枠というような問題です。

通産省に入ったお役人はいつまでも通産省なんで

すね。通産省から何々庁というような所に行かれ

ることはありますが，大蔵省へ行くことはありま

せん。大蔵省のお役人も，例えば経済企画庁に行

かれることがあるかもしれんが，大体大蔵省は大

蔵省ということであります。そういう一旦決まっ

た役所にはずっとおるんだという制度を何とか循

環できるような制度に切り替わらんもんかという

ことを非常に感じるわけです。つまりそういう人

事の採用制度と，そして循環できるような制度を

一遍，これはぜひ考えていただきたいというよう

なことを一つ感じます。

二つめは，何でもかんでも東京に集中しておる

が,果たしてこれでいいのかとなると，これは非

常に問題があるわけです。それじゃ何でもかんで

も皆分けろということにもこれはいかない。した

がって関西の立場から申しますと，先ほどから申

し上げておりますので，お察しのとおり，もし関

西に役所としてもってくるにふさわしいのは私は

文部省，文化庁，科学技術庁というふうなところ

ではないかと思いますので，時々大臣に言うてお

りますけれど，よく叱られますので，引っこめて

はまた言うとるという冗談ぐらいのところで，進

んでおりませんが，これはしかし本当に真剣に考

えないといけないと思うんです。こういうことを

申し上げて，「そら君できないよ」と言われる理

由を聞いてますと，やっぱり「そんなところにおっ

たら大蔵省から予算もらうわけにはいかんよ」と

か，「第一役人が地方に住むの嫌がるよ」とか，

そういう問題のように私は思うわけです。「そん

なこと言っとっていいんですか」と私は思います。

やはり分都とか遷都とかという問題の手前のとこ

ろで，その地域に適辿1した役所を分けていくとい

うようなことが一つの方法ではないかと思います。

もう一つやはり広域行政ですね。これも非常に

問題があります。日本が廃藩置県をやって，そし

て新しく県ができたわけで，その県が今４７都道府

県あるわけですが，一体これだけ大きな時代の変

競期の中で４７の都道府県が要るんでしょうかと言

うたら，積極的に要るという理由よりも，もうい

いじゃないかというのが多いんでしょうが，それ

がなかなかできない。例えば府県はそのまま置い

といて地方庁をやったらどうですかとか'何かと

いうような話も我々も検討いたしておりますが，

すべてこういう話はなかなか難しい。誰が猫の首

に鈴をつけるかのたぐいのこともありまして，な

かなか難しいんですが，しかしどう考えてもこの

問題をクリアしないと，幾つかの構想は実現しな

いと私は思います。だからどういう機会にできる

かと言うと，今までなら戦争があってできた。し

かし戦争がない状態でどうしてやるのか深刻に考

えざるを得ないのです。

このごろ時々私は'二１本を連邦国家にしたらどう

ですかと申しておるわけです。このぐらい言って

ると，無邪気であんまり怒られんで済みますが，

よく考えて見ると，そのぐらいのことを言うて，

手前のことを少し実現してもらわないといけませ

ん。最近は西ドイツの連邦制度というのを多少調

べておりますが，調べていけばいくほど，これは

非常に歴史的には長い経過があってできておるん

で，一遍に日本ではできないと思います。しかし，

あの国鉄がJＲ何々といって幾つかになったんです

から，日本も六つぐらいの連邦国家にして，東京

に中央政府を置いて，外交と防衛は中央政府で，

あとは各地方が自分で財源を握らないかん。財源

を握らない役所というのは，あっても何の役にも

立ちませんわけですから，それぞれが自分で財源

を持って，自分の金でやれるようになればいいな

あと，これは夢ですが，そのぐらいのことを時々

言って，あんまり腹も立たん話として言いながら，

ぽつぽつ進めないと，なかなかこの問題は前に進

まないというような感じがいたしております。

8．岸辺に立って流れを見る

大変雑駁な話を申し上げましたが，私は1,棚に

申しましたように非常に世の中が，世界が大き鞍

変わり目になっておりますので，案外その'.|｣に巻

き込まれておると，物がわからなくなるんじゃな

いかと思うんです。ですから，大きな河の流れの
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中に巻き込まれないで，一遍岸辺に立って流れを

見て，どの流れが本当に先につながる流れかとい

うようなことを岸辺に立って眺めるというふうな

感じもこの際しながら，やはり２１世紀の構想を立

てねばならないんじゃないかと思うわけです。所

詮，今まで申し上げたことをずっと考えてみると，

日本が生きる道は幾つかの加工をやって，そして

開発した技術を使って，そして商品を輪出して，

そして食っていくといういわゆる加工貿易型の発

展形態はとれない。とれないけれども，やはりこ

れだけ資源のない国で，これだけの人間が生きる

ためにはどうすればよいかと言えば，やっぱり我々

の頭脳を絞って，そこで頭脳でつくって加工した

ものを輸出する。それによって日本が成り立つと

いうようなことに変わった加工貿易じゃないかと。

結局我々が非常に独創的な研究を本当に物にしな

ければ，これはやっぱりできないんではないかと

いうことに最後は帰着するんではないか，と思い

ます。

私は技術のことはわかりませんが，この実業の

世界におって，どうもいよいよ壁にぶつかってみ

て，この問題はどうしても達成しなければならな

い問題であろうと思いますし，関西の幾つかのプ

ロジェクトが何らかの形でそういうものにつながっ

てくるという期待と希望をかけてやっておるわけ

です。

世の中は，やはり自分の住んでる郷土への愛が

あって，関西の方が言えばどうしてもエゴになる

と思います。しかし私はこういうエゴは大いに持

つべきであってですね，自分だけいいことをする

というエゴじゃないわけですから，これは自分が

よくなれば，これは必ず日本がよくなる，必ず世

界がよくなると信じてやれるようなエゴであれば，

大いにエゴを発揮すべきじゃないかと私は日常思っ

ておる次第です。

質疑応答

司会いろいろ含蓄のあるお話をどうもありが

とうございました。ご質問でもございますればと

思いますが。どうぞ。

質問筑波大学に１０年ぐらいいましたので，筑

波のこと少しは知っております。宇野さんのおっ

1０

しやるとおり各省間の連絡が全然ございません。

例えばですよ，筑波大学でセミナーやるとすると，

科学技術庁だとか，いろいろなところに連絡いた

します。許可が要るんです。私の研究室でやるセ

ミナーで外国人の有名な人が来るときにも関係な

いじゃないかと思うのですが，事前に許可が要る。

歩いて来ればたった５分か１０分で来られるとこを

本省まで行って許可をもらってから，こっちへ来

てもらう，そういうふうに而倒くさいことがあり

ます。だから今度はですね，民間ベースで是非お

やりになってほしいということが一つ。

もう一つは，科学技術庁だとかいろんなとこを

やめたときに年寄りの住むとこがないんです。こ

れも大変大きな問題で，次の職がないわけです。

東京に通える人は通えますが，今なかなか職があ

りません。企業でも大学でも皆定年があり，仕方

がないことかもしれませんが，とにかくやめた人

がすることがない。関西の学研都市ができあがる

ときには，例えば工学というのは全部蓄積の学問

－殊に工学，機械だとか電気だとか化学だとか

全部，蓄破の学問一でございますので，年寄り

が十分活動のできる場をつくってほしいというこ

とです。

宇野どうもありがとうございました。筑波は

私も二，三度拝見いたしました。筑波に交流セン

ターというのがございますね。あの交流センター

では非公式に各省の研究者の方がミーティングし

ておられ，大変効果があるというふうに承ってお

ります。関西学研都市の場合は，法律の面で非常

に特典を持った研究交流施設という株式会社をセ

ンターにつくることにしております。ここで民間

の研究所も，あるいは幾つかのほかの研究所も皆

寄合って，そこでいろんな交流をしてもらうとい

うようなことにしたいと考えます。そこをまた中

心にして研究地域全体のＬＡＮとかＶＡＮとか，

あるいはまたあちこちのほかの研究センターとも

交流ができるようなものにしたい，といま考えて

おります。またいろいろお教えいただきたいと思

います。

それから筑波で，これは研究の行き詰まりもあ

るのでしょうが，何か随分自殺をされる方があっ

たということも聞きました。京阪奈の場合は，距

〃言胃ｈ

忽二熟



ｒ可
ｂ

ｒ可

雛から見ても大阪，京都へは３０キロ足らず，奈良

へは１０キロくらいです。ですから，縄のれんとか

なんかは学研都市につくらなくてもちょっとアク

セスさえあれば，すぐ行けるよということで何と

かカバーできるのではないかと思っております。

司会それではこれをもちまして特別講演を終

わりたいと思います。工学アカデミーにも同じよ

うな問題があります。先ほどの関係官庁も工学ア

カデミーには多分１６以上あるんではないかと思い

ます°また先ほどの，なぜ学研都市をつくるかと

いう堆本的な物の考え方を復習するという話題は

人変感銘いたしました。工学アカデミーもすぐに

はなかなかうまくいきませんので，皆さんととも

になぜ工学アカデミーがあるべきかという問題を

１０年，２０年，３０年と持続復習していただくことを

お願いいたします。今日のご講演どうもありがど

うございました。
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